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・ １日に発表された５月のユーロ圏の消費者物価の速報値は、事前のコンセンサス予想を下振れ。

前月：前年比＋7.0％→今月：同＋6.1％と15ヶ月振りの水準に上昇率が鈍化。前月に一時的にプ

ラス圏に再浮上したエネルギー価格は、同＋2.4％→同▲1.7％と再びマイナス圏に転落。変動の

大きいエネルギー・食料・アルコール飲料・たばこを除いたコア物価も同＋5.6％→同＋5.3％に

鈍化。昨年５月が前年比の上昇率が一段と加速したタイミングと重なり、食料・アルコール飲

料・たばこ価格も同＋13.5％→同＋12.5％に鈍化。コアと食料は何れも３月にピークアウト。 

・ コア物価の内訳は、エネルギーを除く工業製品の上昇率が同＋6.2％→同＋5.8％、サービス価格

の上昇率が同＋5.2％→同＋5.0％と揃って上昇率が鈍化した。前年同月にドイツでコロナ危機対

応と気候変動対策の旅行支援で49ユーロチケットの発売が開始された反動も出た。企業の価格転

嫁や賃上げの動きが続いているが、昨年４月以降にコア物価の上昇率が大幅に加速しており、前

年比ではその反動が出ることから、今後はコア物価も上昇率が一段と鈍化に向かうことが予想さ

れる。ただ、ピークアウトしたとは言え、年末に向けてヘッドラインが同＋３％前後、コアが同

＋４％前後で高止まりするとみられ、ＥＣＢが早期にインフレ警戒を緩める理由にはならない。 

 

 

■ユーロ圏:消費者物価（前年比） ■ユーロ圏：主要国の消費者物価（統一基準、前年比）

注：コア物価は食料・たばこ・アルコール・エネルギー除く

出所：Eurostat 出所：Eurostat
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■ユーロ圏の消費者物価（％）

2022 2023 2022 2023
2Q 3Q 4Q 1Q 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

消費者物価 （前期比） 2.4 2.3 2.3 0.9 0.7 0.6 1.0 1.4 0.2 -0.4 0.6 0.6 0.3 0.2 -0.1

（前年比） 8.0 9.3 10.0 8.0 8.9 9.1 9.9 10.6 10.1 9.2 8.6 8.5 6.9 7.0 6.1
コア消費者物価 （前年比） 3.7 4.4 5.1 5.5 4.0 4.3 4.8 5.0 5.0 5.2 5.3 5.6 5.7 5.6 5.3
食料/アルコール/たばこ（前年比） 7.6 10.7 13.5 14.9 9.8 10.6 11.8 13.1 13.6 13.8 14.1 15.0 15.5 13.5 12.5

食料 （前年比） 8.8 12.5 15.8 17.0 11.5 12.4 13.8 15.5 16.0 16.0 16.3 17.3 17.5 15.0 －
アルコール （前年比） 3.3 5.3 7.0 8.5 4.7 5.3 6.0 6.6 6.9 7.4 7.6 8.5 9.3 9.5 －
たばこ （前年比） 2.3 2.6 2.9 4.7 2.5 2.7 2.6 2.4 2.8 3.5 4.0 4.2 5.8 6.2 －

エネルギー （前年比） 39.6 39.7 33.9 10.0 39.6 38.6 40.7 41.5 34.9 25.5 18.9 13.7 -0.9 2.4 -1.7

注：消費者物価の前期比は季節調整後。コア消費者物価は食料・アルコール・たばこ・エネルギーを除く。出所：Eurostat


